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『僕たちはどう生きるか』

支え逢うということについて

あなたは
何とどんな風に

繋がっていると安心ですか？
例えば

「知らない人たちばかりの中にいるとき」
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『繋がるということ』
人と認知機能の障害を理解するためのキーワード

モチベーション

『ハイタッチ！』
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感情を交流してみよう！

•お隣さん、前後の方々とご挨拶して下さい。
•そして、握手をして下さい。
•できれば両手を使って！

•更に！ハグできそうな人には、お互いにハグしてみて下さい。

•さあ！チャレンジです！できるだけ多くに方と感情を交流してみて下
さい。

せっかくですから
互いに知り合いましょう！
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自己紹介ゲーム
◽テーマ「皆さんの人生観、哲学、座右の銘、自分のルール、大
切にしている事等、話して下さい。」

◽時間は、一人２分間です。

◽私が、合図をしてから、起立の上始めて下さい。

◽２分が経過したら、合図をだしますので、途中でも止めて時計
回りで次の人にかわって下さい。

このゲームの目的
・限られた時間の中で日頃とは違った角度から自分を表現することを

体験していただきました。

・皆さんは、どうでしたでしょうか？
・話しにくかったでしょうか？
・逆に皆さんの聴く態度は、どうでしたでしょうか？

・日頃、私達は他者の話をどのような姿勢で、どのような関係で、ど
のような先入観、固定観念を持ってかかわっているのでしょうか？
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その人との関係の中で
自己の在り方を認識しよう！
・強制的に知らない場所や更にまったく知らない人達の中で、こ
れから過ごさなければならないとした時、お互いに少しでも知る
ことができたら、ちょっと安心しませんか。

・お互いに少し気持ちが楽になれるはずです。

9

最高の感情を味わう時
その瞬間の問題は消滅します！

私達の在り方（Being）ひとつで
全て（Doing）が変わるのです！
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『前提を考える』

DVD『認知症ケア』
NHK 厚生文化事業団

12
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過去に行われてきた介護？

◆手間が省けるからと、男性はブルー、女性はピンクの上下スウェットを平気で着させる専門職

◆誰が見ていようが場所さえも構うことなく、オムツ交換をする専門職

◆おむつを外すからと背面ジッパーのつなぎ服を着せる専門職

◆便が出ていることがわかっているのもかかわらず、おむつを交換しない専門職

◆ベットに高い柵をつけてその中に放り込む専門職

◆自分たちに不都合があるから薬で動けなくしてしまう専門職

◆外に出ていけないように、建物に閉じ込める専門職

◆丼の中にご飯もおかずも薬も放り込んで食べさせる専門職

◆立ったまま、何も言わずに食べ物を口の中に放り込む専門職

◆できることであっても危ないからとやらせない専門職

◆洗髪しやすいからと男女かまわず短髪にする専門職

ルームウォーカーに向かって
叫ぶＡさん
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私たちは身体（肉体）・精神（心）・魂（感情・
本能・感性）で感じ生きている存在だとすると

身体
理性

心理
精神
感情

また始まった

恐ろしい

気が狂った

痴呆だから

暴力行為

暴言

問題行動

またおかしくなった

どう仕様もない

ばか

あほ

身体
理性

心理
精神
感情

昔炭坑夫

辛かったんだ苦しかったんだ

悲しかったんだ

そうかそうか
うんうん

そうだよなぁ

頑張ってきたんだ

つまり
問題な人と思っている人たち
の中心に居る彼の存在価値

解ろうと思っている人たちの
中心に居る彼の存在価値
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人間の身体は
身体・精神体・感情体

この３つで成り立っている
私たちは

身体（肉体）・精神体（心）・感情体（本能・感性）
のバランスを保ちながら生きている存在です

人の姿と認知症

•姿の捉え方からスタート
どんな姿かと思っているかがその後の関わりや支援
（介護・ケア）に影響する

視点（姿の捉え方）は認識を創造し
認識は経験を創造する
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『人を理解する』

自分自身との繋がりの中で
最近感じていること

５０歳を過ぎた頃から・・・



2018/5/7

11

自覚していること
セルフケアの実際

自分自身の変化を感じませんか？
・自分の唾液で誤嚥する「へんなとこはいった」
・口から出て来る言葉と言いたい言葉が違う

「車のウォッシャー液をウォシュレットと言う」
「パトカーをタクシーと言う」

・いろいろ忘れる
「メガネを頭に乗せて、メガネを探す」
「カードを口に咥えながら、カードを探す」

・人の名前が覚えられない
「顔は覚えているが、名前が出てこない」

・筋肉痛が遅れる
・涙もろくなった などなど
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高齢期の喪失体験

• 地位の喪失・・・・仕事や家庭内の地位
• 収入の喪失・・・・就労による社会的収入
• 健康の喪失・・・・身体機能低下や病気
• 仲間の喪失・・・・・・・・退職／転居／死別など
• 生きがいの喪失・・・・退職／引退／育児など
• 役割の喪失・・・・仕事・家庭・社会的役割
• 生命の喪失・・・・加齢に伴う余命

なぜ、さわり・ふれるのか ～仮説～

• 失われていく世界とのつながり

• 失われていく自己

• 自分を探す旅

• 誰かと何かと繋がりたい 繋がっていたい
• 繋がっている事での安心するのではないか
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人は常に何かと繋がっている
そのことで様々な関係と

自分とのバランスを保っている
（人 物 地域 感じる全てetc）

どう繋がっていたか？
どう繋がっているか？
どう繋がっていたいか？

人やものとの繋がりで、もっとも大切なこと
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ライフヒストリー

過去の生活・人生背景を知る

ライフヒストリー（過去の生活背景）

旧姓・出生地（出身地）・方言・子供の頃・愛称・学歴・得意な
科目・親の仕事・兄弟姉妹・仕事・結婚・本人の子供・病気・排
泄習慣・いつもいた場所（家・その他）・ペット・本人の性格・
髪型・食べ物の好き嫌い・食事習慣・好きな色・好きな物（小物
など）・大切な家具・服装・整容・入浴習慣・得意なこと・本人
の自慢話・本人の苦労話・家族の自慢と苦労・調理（料理）・畑
仕事・その他生活習慣
資格過去の出来事（１０代・２０代・３０代・４０代・５０代・
６０代・７０代・８０代・それ以上代など）・その他特筆すべき
ことなど
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『認知機能の障害を理解する』

厚生労働省のHP

「生後いったん正常に発達した種々の精神機
能が慢性的に減退・消失することで、日常生
活・社会生活を営めない状態」をいいます。
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WHO（世界保健機関）の定義

・いったん発達した知能が、様々な原因で持続的に低下した状態（年
をとってもの忘れがひどくなり、生活に支障が出ること）。

・認知症とは、通常、慢性あるいは進行性の脳の疾患によって生じ、
記憶、思考、見当識、概念、理解、計算、学習、言語、判断など多
数の高次脳機能の障害からなる症候群である。

・ごく普通に社会生活を送ってきた人が、主に老年期に慢性の脳機能
障害に陥り、判断能力等が異常に低下して社会生活に支障をきたす
「認知（知能）障害」です。

ウィキペディア

・認知症（にんちしょう、英: Dementia、独: Demenz）は、後
天的な脳の器質的障害により、いったん正常に発達した知能が低
下した状態をいう。これに比し、先天的に脳の器質的障害があり
運動の障害や知能発達面での障害などが現れる状態は知的障害、
先天的に認知の障害がある場合は認知障害という。犬や猫などヒ
ト以外でも発症する。
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『認知機能の障害とは？』

脳血管疾患、アルツハイマー
病その他の要因に基づく

原因となる疾患
約７０～１００

その１
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脳の器質的な変化により
脳という器が壊れてゆく

その２

日常生活に支障が生じる
程度にまで

これまでできていたことが
できたりできなかったりと

困難と思える状態へと向かう

その３



2018/5/7

19

記憶機能及びその他の
認知機能が低下した状態

知的な能力が変化してゆく

その４

認知機能とは
記憶の機能

・思い出す、覚える機能
見当識の機能

・時間や場所の見当をつける機能
・物の名前の見当をつける機能
実行機能（行為／認識／言語など）

・生活するための行為
（着替え・買い物・掃除・料理・トイレの始末等）

・言葉で伝えること
・字が書くこと
・判断をすること
・計算をすること
・同時に複数の事を行うこと 等々
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介護保険法上の定義

（認知症に関する調査研究の推進等）
第五条の二 国及び地方公共団体は、被保険者に対して認知症（脳血管疾患
アルツハイマー病その他の要因に基づく脳の器質的な変化により日常生活に
支障が生じる程度にまで記憶機能及びその他の認知機能が低下した状態をい
う。以下同じ。）に係る適切な保健医療サービス及び福祉サービスを提供する
ため、認知症の予防、診断及び治療並びに認知症である者の心身の特性に応
じた介護方法に関する調査研究の推進並びにその成果の活用に努めるととも
に、認知症である者の支援に係る人材の確保及び資質の向上を図るために必
要な措置を講ずるよう努めなければならない。

介護保険法上からの抜粋

• 脳血管疾患、アルツハイマー病その他の要因に基づく
• 脳の器質的な変化により
• 日常生活に支障が生じる程度にまで
• 記憶機能及びその他の認知機能が低下した状態をいう。
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もっと具体的に
わかりやすく
皆さんの

身近な出来事を通して
考えてみます

『点』から『線』へ
そして『面』への話し
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彼らが困っているのは？

ポイントはここ！！

日常生活に支障が生じる
これまでできていたことが
できたりできなかったりと

困難と思える状態へと向かう

彼らが困っているポイントはここ！！
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お茶を飲むまで

～「お茶を飲むまで」の思考と認識と行為と感情の関係～

お茶が飲みたいと思う
正座の状態からテーブルに両手をつく
左足は立てひざを保つ
右の足の裏を床につける
テーブルに置いた両手に体重をかける（この時
点
で、よっこいしょ！と出る）
左の足の裏を床につける
前傾姿勢を両手で支える
腰を伸ばしながら立ち上がる
台所へ向きを変える

台所へ歩く
お湯を沸かそうと思う
やかんを手に取る
やかんのふたをとる
やかんの水を入れる口を水道の蛇口に合わせ
る
左手にやかんを持ち
右手で蛇口をひねる
水の量を確認しながら適量を入れる
やかんのふたを閉める
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～「お茶を飲むまで」の思考と認識と行為と感情の関係
～

やかんをコンロに置く
コンロのダイヤルを回す
火力を調節する
やかんの様子を気にかける
お茶っ葉のある場所の見当をつける
左手で食器棚の扉を開ける
お茶っ葉の入った筒を探す
右手で食器棚からお茶っ葉が入った筒を取り
出し置く
食器棚から急須を取り出し置く
食器棚から湯飲み茶碗を取り出し置く
食器棚の扉を閉める

お茶っ葉の入った筒のふたを開ける
筒のふたを左手に持つ
右手で筒を持ち
筒のふたに適量のお茶っ葉を入れる
急須のふたをとり
急須にお茶っ葉を入れる
お湯が沸いたか気にかける
お湯の沸き具合を音でも確認する
お湯が沸いたかどうか湯気の出具合で確認す
る
お湯が沸いたことを認識する
コンロのダイヤルを回し火と止める

～「お茶を飲むまで」の思考と認識と行為と感情の関係～

やかんを持ち上げ
沸いたお湯を適量急須に注ぎこむ
急須のふたを閉める
湯飲み茶碗にお湯を適量入れる（湯のみ茶碗
を温めるため）
やかんをコンロの上に戻す
湯飲み茶碗のお湯を捨てる
湯飲み茶碗に急須に入っているお茶を注ぎこ
む
湯飲み茶碗を持つ

居間へ歩く（慎重に歩く）
居間のテーブルにお茶の入った湯のみ茶碗を
置く
両手をテーブルにつき座る（よっこらしょ！
と口か
ら出る）
楽な体勢になる
右手に湯飲み茶碗を持つ
左手で底を支える持つ
両手で丁寧に持ちゆっくりと火傷しないよう
口元に
近づける
熱さを確認しながら口に注ぎ込み飲む
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『私たちの中で起こっている認知機能の理解』
思考と行為と感情の関係・点と線と面の繋がり

によって達成される

・私達は、普段の生活において、このように細かい思考と行為と感情
の関係と、その点と線と面の繋がりの連続であることまで考えたり、
意識してお茶を淹れない。
・だから、いざ分析してみると多くの人は大雑把に分類することにな
る。
・しかし、ここで思い出したことは、「お茶を飲むまで」と言う行為
は、このように様々な思考と行為と感情の関係と、その点と線と面の
繋がりであるということ。
・そして、その一つひとつが繋がりあって一連の生活動作として、若
しくは生命活動として自然にやってのけている。

『私たちの中で起こっている認知機能の理解』
思考と行為と感情の関係・点と線と面の繋がり

によって達成される
・思考と行為と感情を「点」と考えるのであれば、その「点」の一つ
ひとつが出来るのと同時に、それらが繋がってはじめて「線」となり
一つの目的を達成すことで、「面」となり、生活に広がりと潤いをも
たせている。
・しかし、この「点」と「点」の繋がり、又は「点」そのものが、自
然の変化である老化或いは、ある種の疾病や障害又は不自由で阻害さ
れるような他の力が加わったとしたら果たしてどうなるであろうか。
・間違いなく目的は達成されず、お茶を飲むことはできないであろう。
目的が達成されるどころか、途中で戸惑い、混乱し、不安になるであ
ろう。自分を責める人もあれば、他のせいにする人もいるであろう。
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『私たちの中で起こっている認知機能の理解』
知る⇒経験する⇒感じる⇒気づくの繰り返し

・認知機能の変化によって、生活に不自由を感じる。
・記憶、見当、実行機能などの認知機能の障害がその中枢にある
とすれば、「お茶を飲むまで」の一連の思考や行為や感情の関係
と、その点と線と面の繋がりに不適応な状態をきたす事は言うま
でもない。
・ましてや、今までできていたことが出来なくなってゆく様を経
験するのは、耐え難い経験と感じる人もいる。

『私たちの中で起こっている認知機能の理解』
知る⇒経験する⇒感じる⇒気づく の繰り返し

・様々な不自由に照らし合わせれば、それぞれに違う支援がい
る。
彼らの不適応を知るということは、生活をベースとした、この一
連の思考や行為や感情の関係と、その点と線と面の繋がりを分析
できる力とそこから彼らの不適応に対する支援を届ける力を持つ
こと。
・私たちの専門性とは、「ひとの生活の営みの中で起こる変化」
を知り、経験し、感じ、気づくことであり、健全な生命活動の支
援につなげてゆくこと。
・確かに「認知症の理解」も大切だが、その前に「ひとの営みの
理解」が先だろうと思う。
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生活の支援のポイント 『生活の点の見極めから線へ繋げる（生活の再構築）』
認知症の状態にある人の生活行為の困りごとと支援の仕組み
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飲
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時間が変わる／場所が変わる／人が変わる（見当識の障害）

行為を失う／認識を失う／言葉を失う（実行機能の障害）

お茶を飲むまで

思い出せなくなる／覚えられなくなる（記憶の障害）

自
立

支
援

自
立

自
立

支
援

支
援

自
立

支
援

自
立

支
援

自
立

支
援

自
立

『人』と『認知症』の繋がり図（全体像）
認知機能の変化（中核症状）

適応行動・状態（BPSD）記憶への支援
・思い出せなくなる・覚えられなくなる

見当識への支援
・時間や場所がわからなくなる
・物の名前がわからなくなる

実行機能への支援
（失行／失認／失語など）

・生活行為ができなくなる
（着替え・料理・トイレの始末等）

・字が書けなくなる
・判断ができなくなる
・計算ができなくなる
・同時に複数の事ができなくなる

幻覚・妄想
無気力になる・うつになる
便をいじる
食べられないものを口に入れる
作話 夜中に混乱する
怒りっぽくなる・暴力をふるう
道に迷う
ごまかす・とりつくろう

身体的要因 ： 慢性的な病気、脱水、便秘、発熱、薬の副作用等、身体的な変化
心理的要因 ： 不安感、不快感、過度のストレス、焦燥感、混乱状態、被害感等、心理的な変化
社会的要因 ： 社会的な喪失感等、社会的な変化、人間としての存在価値の変化
環境的要因（物的）： 不適切な環境刺激（音、光、陰、風、空間や圧迫感等）の物的な変化
環境的要因（人的）： 人及び人が原因で起こる様々な人間関係の変化

不
適
切
な
要
因内外的誘因

原
因
と
な
る
疾
患

人（宮崎さん）の過去・現在・未来・終末

脳
の
器
質
的
な
変
化

悪化？

適応している姿
（有する能力）
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認知機能の障害というのは

認知機能の障害が複雑に絡み合うことによって
生活がうまい具合にいかなくなってゆくことをいうのです

その人の持つ
認知機能の障害をケアする

ということは
生活をベースに

どの機能等が複雑に絡み合って

うかくいかないのかを見極めながら

支援してゆくことである
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認知機能の障害への支援

•『手続き記憶に働きかける』
•『見当識への働きかけ』
•『実行機能への働きかけ』

アウルの支援について
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認知機能の繋がりと継続を通して
身体と心と感情を癒してゆく

認知機能の障害により起きる状態が主体的に緩和されてゆく

生活の支援のポイント 『生活の点の見極めから線へ繋げる（生活の再構築）』
認知症の状態にある人の生活行為の困りごとと支援の仕組み

献
立
を
決
め
る

買
い
物

お
金
を
払
う

袋
に
入
れ
る

持
ち
帰
る

食
材
を
切
る

食
材
を
炒
め
る

味
を
整
え
る

食
器
を
選
ぶ

盛
り
つ
け
る

配
膳
す
る

食
す
る

下
膳
す
る

時間が変わる／場所が変わる／人が変わる（見当識の障害）

行為を失う／認識を失う／言葉を失う（実行機能の障害）

食事をすること

思い出せなくなる／覚えられなくなる（記憶の障害）

自
立

代
行

自
立

自
立

支
援

支
援

自
立

支
援

自
立

代
行

自
立

支
援

自
立



2018/5/7

31

グループホームアウル登別館 発表者 河合千穂
共同研究者：宮崎杉子 篠田茂義 加藤正之 菊地美里 伊岐見

順子

レビー小体型認知症の世界を共に（抜粋）

ひとつの姿（Only One）

互いに必要とする関係を
作ることが出来た
スタッフが気づいたこと
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『大切なこと』

大切なことを大切にして下さい

（有）グッドライフ理念（抜粋）

①『自分のことは自分ですること』

②『互いに助け合うこと』

③『社会と繋がっていること』



2018/5/7

33

『人と認知症と向き合うということ』基本３ヶ条

その１
身体、心、魂と社会、環境は本質的なところで互いに信頼し支え
合っている。ホリスティック（包括的）に捉える支援が大切。
その２
つまり、認知症そのもの介護するというよりも、その人の心の中
にある感情を癒すことに目を向けるべき。
その３
支援の本質は、人として生きてきた姿が尊ばれ、生きている姿に
関心が向けられ、生きていく姿そのものの創造に役立てることだ。

『人と認知症と向き合う術』基本 六ヶ条
その一 「繋がるきっかけを投げかけて観る」

その二 「相手に応じる」

その三 「相談事を持ちかける」

その四 「そにかく賞賛、讃える、時に褒めるもあり」

その五 「リアクションは大きく」

その六 「付かず離れず、適度な距離感を作る」
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その１【繋がるきっかけを投げかけてみる】

初対面で人と相対するということは、緊張しますし結構勇気がいります。しかし、そんな
ことを言っていられないので、簡単にできる術をひとつ。それは、相手とすれ違った時や、
日常の場面で顔を合わせた時なんかに、相手の反応を待つのではなくて、自分から挨拶や
笑みを相手に投げかけてみるのです。基本、それだけでいいです。そうすると、否応なく
人との繋がりを体験することになります。安心して下さい。以外といい反応が還ってくる
ものです。初対面の場合なんかは、緊張していますから、どう話しかけようなんて人もい
るでしょうね。ここでは、ちょっとしたきっかけさえあれば繋がるという経験をすること
をおすすめします。
まずは笑いかけてみるから始めませんか？人間って結構平和な生き物です。
これどんな人間関係でも基本使えますから、やってみて下さい。

その２【相手に応じる】

これ、相手のリアクションに応じるってことです。
例えば、「はい」「へ～」「うん、うん」「わかります」「そうです」「それは大変でした」「それ
いいですね」「いぇ～い」などなど、相手が言ったことに対して、ひたすら共振してみる。
場合によっては、相手の言った言葉を繰り返すことで、相手は自分と繋がっていることを
体感するでしょう。
とにかく、相手に応じること。
一般的には「共感」と言うのでしょうが、これは「共感」とは少し違います。
人間はそう簡単に共感などできません。
実際はまったく感性が異なりますから、ひとそれぞれなのです。
まずは「実際に応じる」のです。
ただ無心にひたすら応じることで、繋がりの意識が芽生えてくると思いますよ。
あとは流れに身を任せて観ましょう。
みなさん、騙されたと思って騙されて観て下さい。
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その３【相談事を持ちかける】
簡単に言うと、お願い上手、お頼み上手、そそり上手、ヤラセ上手のこと。

あまりいい言葉じゃないような気がしますが、とにかく相手の自尊心をくすぐることをおすすめします。

日常の生活の出来事で、相談事を持ちかけるように、相手の自尊心に委ねてみる。

人間は、知っている解っていることよりも、知らない解らないことの方が、圧倒的に多いのです。

時には全面的に相手に委ねきってしまうのもあり。

人間は、なんか頼られたり頼まれたりすると、気持ちがいい時があるもの。

ただし、知っていたり解っていたりしても、やりたくないとか、そんな心情が働く時もある。

そんな時こそ、やりがいを感じて、まずはやって観て下さい。

間違ってはいけないのは、相手の自尊心を高めるのが目的なのに、自分の自尊心や安全安心が最優先になっちゃ

う人。それ、決して間違いじゃないけど、ただ「ありがとう」と言われたいからするとか、「感謝されたい」こ

とが第一の目的になると、同じようなことをしているようだけど、まったく違いますから。

相手の自尊心が高まって、豊かな日常を送ることができることが、僕たちの喜びになるといいですね。

その４【とにかく賞賛、讃える、時に褒めるもあり】

よく褒めることはいいことだと聞くけど、あれはちょっと違うな。
褒めるって言うのは、なんか上から目線と言うか、目上の人が目下の人に使うような印象を受ける。
例えば、目下の者から目上の人に、「よくできました」とは言わないだろうし、言えたとしても、そ
れはお互いの関係によりますけど、「褒める」感じにはならないでしょうね。
どちらかと言うと、「凄いっすね」「流石っすね」風に使うでしょ。これ褒めてないですよね。
讃えるって言うか賞賛している感じ、若しくは、ゴマをすっていると言うか(笑)嘘くさいのはすぐバ
レます。
例えば、「◯◯さんって、話しやすいです」とか「◯◯さんがいると、なんか安心します」とか、こ
れ言われた方は案外嬉しいものです。賞賛したり、讃えたり、時と場合と関係によっては、褒めるの
もいいのでは。
まっ、心にもないことを言うと、顔や態度に出るから気をつけて下さいね。と言うか、心にもないこ
とは言わなくていい。まずは試して観て下さいな。
これ徹底的にやると、人間関係改善間違いなし！
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その五【リアクションは大きく】

芸人のようにやれとは言わないけれど、そのくらいの勢いは大切かな。
ユーモアってほんと結構大事。
自分が誰かと話している時も、少し大きめのリアクションが返ってくると、
ちょっと嬉しかったりしません？
何より印象に残ります。
そこまで大きくしなくとも
返事をする（少し歯切れよく）
相槌を打つ（少し弾むように）
相手の目を見て話を聞く（少し前のめりに）
これだけでも、ぜんぜん相手の感じ方は変わると思いますよ。
これ必須っす。

その六【付かず離れず、適度な距離感を作る】

とかく、コミュニケーションの名の下に、初対面でいきなりベタベタとくっ付いて話をしている人がいますけど、これ如何なものかと思
う。

これ、ちょうど良い距離感を作ることが、最大のポイントかもしれませんね。一口に距離感と言っても、物理的な距離だけのことではない

ということ。距離だけだと、相手との物理的な数値的なことでいいのですが、「距離」に「感」がくっ付くので、相手との物理的な距離を

どう感じるかというものになります。

よくパーソナルスペースとか言いますが、そのパーソナルスペースも、他者との関係に影響されますよね。つまりその距離と距離感は決し

て一定ではないということ。さらに掘り下げると、日々の感情や出来事や関係性によって、常に変化するものなのです。

たとえ親しくても、この距離感は一筋縄にはいかないのが、歯がゆいところ。

例えば、普通に話していても、時にはタメ口も挟み込みながら話しかけてみるのもいいのですが、ただこれ「親しき仲にも礼儀あり」とい

う諺があるように、とてもデリケートなものです。

うまく考え距離を縮めていきながら、会話の中に活かして観てゆくことしかないようです。

人が自分のことをどう思っているのだろうかとか、人の目を気にする人がいますが（私のこと）それは別な捉え方言い方に変えると、人と

の距離感を敏感に感じる人、感性が豊かな人になると思います。

自分や周囲が欠点だと持っていたことが、自分の中の前提をひっくり返すことで、ポジティブになりません？

要はこの距離感って結構大事っすよってこと。

試してガッテン！
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前提を変える

『の』から『と』へのすすめ

「認知症の人」への提言

• 認知症のケアなのか？

• 認知症の状態をケアする

• 認知症の理解

• 人のケアなのか？

• 人が生きることを支援する

• 人の理解

それぞれそれぞれ別々に考えてみる
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『認知症』と『人』の図解

認知症の人

認知症 人

人認知症

別々に捉えた（考えた）上で
足して考えてみる

すると

認知症を持つ『人の姿』が見えてくる
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これまで から これから

認知症⇒人
⇒認知症の人・認知症高齢者
⇒認知症の宮崎さん
⇒便を壁に塗り付ける
⇒弄便行為
⇒つなぎ服

人⇒認知症
⇒認知症と人
⇒宮崎さんに認知症
⇒便を壁に塗り付ける
⇒便の処理が困難
⇒事前のアセスメントを充実
⇒生活のピンポイントの支援

認知症を通して人を一括りに捉える文化 人と認知症をそれぞれ捉える文化

『の』から『と』へ

『認知症の人』 『認知症』 と 『人』



2018/5/7

40

「目を開けて
もっと私を見て！」

イギリス ヨークシャー
アシュルディー病院の

老人病棟の奇跡

「帰りたい」

あなたはどう対応しますか？
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「帰りたい」⇨帰宅願望・帰宅欲求なんかじゃない

「帰りたい」って言う人がいます。「帰りたい」のは山々だけど、「帰れない
」ことも薄々感じています。本当は、「帰れない」けど「帰りたい」という気
持ちをただわかって欲しいだけなのです。みんな「帰りたい」でも「帰れない
」。人は本当の気持ちを言いません。本当は「私の気持ちをわかって」「帰り
たい」気持ちをわかってもらえなくて悲しいのです。そう言っているだけ。
一度その気持ちを受け止めて心から聴いてあげて下さい。「帰りたい」という
気持ちと、「帰りたくなる」私の周りの私の扱いに気づいて下さい。洗濯物を
たたむことで誤魔化さないで下さい。料理をつくることで誤魔化さないで下さ
い。レクや療法をして誤魔化さないで下さい。ドライブや買い物で誤魔化さな
いで下さい。「帰りたい」気持ちの裏に耳を傾けて欲しいだけです。「帰りた
いですね、わかりました」と一言でいいから、気持ちを受け止めて下さい。ま
ずは「はい、わかりました」と、ただそれだけでいい、わかって下さい。

ひとは
どのような状態であっても

感情・感性は最期まで
そこに「在る」ものです

悲しみ・怒り・羨望・不安・愛
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まだ見ぬ看護師さんへの３つの贈り物

１．ひとりで抱え込まない

２．うまくいく看護や介護ばかりに気を取られて、人の気持ちを
どこかに置き去りにしない

３．人と人との信頼関係を築くことを最優先に考える

皆さんお疲れ様でした。
ありがとうございました。
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付録

役割について
アンケート結果
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入居者（利用者）の皆さんは
①どのような役割をしていますか？
②若しくは、してもらっていますか？

質問項目

所属

•老健 ５

•特養 ６

• デイ ４

• グループホーム ８

•訪介 １

•小規模 ２

• ショート １

（認知症介護実践研修 修了者）
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入居者（利用者）は、どのような役割をしていますか？若しくはしても
らっていますか？

順位 具体的な役割の内容 件数

１ 洗濯物たたみ １２

２ おしぼりたたみ 掃除 ９

３ テーブル拭き 食器洗い ８

４ 食器拭き ７

５ 調理（手伝い／切る・炒める・米とぎなど） ６

６ 洗濯物を取り込む／配膳／洗濯干し ５

７ 畑・花壇作業／盛りつけ ４

８ エプロンたたみ／牛乳パックをちぎってもらう ３

９ 下膳／味見／お菓子づくり／縫い物 ２

１０
お茶入れ／カーテンの開閉／編み物／洗車／パソコン／縄ほどき
古新聞をたたむ／レクの声出し係／職員の手伝い／知恵袋
昔話／話し相手／人生相談

１

所属

•特養 ６

• デイ ４

• グループホーム ８

•訪介 １

（認知症介護実践リーダー研修）
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入居者（利用者）は、どのような役割をしていますか？若しくはしても
らっていますか？

順位 具体的な役割の内容 件数

１ 洗濯物たたみ ９

２ 掃除 ５

３ 食器洗い ５

４ 調理の手伝い（味見・切る・炒める・米とぎなど） ５

５ 盛りつけ ５

６ 配膳／片付け ４

７ 洗濯物干し ３

８ テーブル拭き ３

９

汚れを襲えてもらう／他の入居者を呼びに行ってもらう／洗濯物を
取り込む／新聞を棚（いつもの場所）に置いてもらう／自分の洗濯
物をタンスにしまう／駄菓子屋の店員（ケアハウスの入居者）／知
恵袋／昔話／話し相手／人生相談／外出時のカメラ係／肩もみ

サークル活動の時の指導役／ムードメーカーなど／庭仕事／雪か
きなど／牛乳パックをひろげる

１

所属
事業所所属 人数

認知症対応型共同生活介護
（グループホーム） １９

通所介護 ７

計 ２７
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入居者（利用者）は、どのような役割をしていますか？若しくは
してもらっていますか？

具体的な役割の内容 件数

１ 洗濯物たたみ ３２

２ 調理（下ごしらえ／むく／切る等） ２４

３ 食器拭き ２３

４ 洗濯物を干す ２０

５ 掃除（拭き／掃きなど） １９

６ テーブル拭き １５

７ 食器洗い １４

８ 配膳 １１

９ 片付け（下膳など） １０

１０

洗面台の掃除／庭・畑の手入れ／買物（同行）／ゴミ集め・
捨て／縫い物／おやつ作り／カーテンの開閉／生き物の世話
／作品作り
身の回りの整理整頓

９～
２

ひとつのこと

• トイレ掃除 洗面台の掃除 炒める 洗濯物をしまう 買物の
荷物持ち カートを押す 他の入居者のお世話 生け花を生け
る 仏壇関係 お茶詰め 食前の挨拶 カレンダーの日めくり
盛り上げ役 メニューの紹介 帰宅時の挨拶 ゲーム 体操
新聞を取りに行く ゲームの補助
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所属
事業所所属 人数

居宅支援事業所 ２９

訪問介護事業所 １２

地域包括支援センター １０

小規模多機能 ６

グループホーム ４

通所介護 ４

訪問看護 ４

介護予防センター ３

老健 ２

サ高住 ２

その他（家族） １４

計 ９０

入居者（利用者）は、どのような役割をしていますか？若しくは
してもらっていますか？

具体的な役割の内容 件数

１ 調理（下ごしらえ／炒める／味付け／米とぎ等） ４７

２ 食器洗い／拭き ４７

３ 掃除 ３７

４ テーブルの用意、準備 ２８

５ 食後の片付け １５

６ 孫の世話 １５

７ 庭・畑仕事 １４

８ 買物 １３

９ 洗濯物を干す１１ １１

１０
洗濯物をたたむ（６）／お茶入れ／仏壇の掃除／縫い物／新
聞の整理／昔話／話し相手／人生相談／カーテンの開閉／
シーツの交換

９～
２
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ひとつのこと（役目）
季節の行事の飾りづくり キッチンペーパーの点線切り カレンダーをつくる
カレンダーをめくる 水くみ 調理の指導 ギターを弾く 車椅子を押す
お風呂の準備（お湯を入れる／着替え） ストーブに灯油を入れる 縄結び
好きな仕事をその日にしてもらう 作品を誉める メモ帳づくり お手紙配り
安心感を与える タオルの管理 もちつき 簡単な記録の手伝い
薬を取り出して飲む ゴミステーションの清掃 レジ袋をたたむ お化粧の手伝い
語り部 ミシン掛け 手を握る 好きな歌をうたってもらう お裁縫を教えてもらう
訪問に行く職員に気をつけてをこえがけしてくれる カラオケのセット
レクリエーションの協力 デイサービスへ行く 家計簿をつける 日記をつける
他者への介助 お風呂の栓をする 家の中での大黒柱 ポストの受け取り点検
電話番 戸締まり確認 笑顔を見せる 昔の歌をうたい懐かしむ
人間教育を教えてもらう 来客の対応 他の利用者の面倒を見てもらう
得意な事をみてもらう お布施を渡す 子供達の指導

結果

• 彼らはいつも片付けばかりさせられているようだ。
• 施設、介護職側が考える『役割』を行っている傾向が垣間見ら

れる。
• 主体的に生活を営むように支援するというよりは介護職の『手

伝い』という感覚が否めない。
• 介護職用専門用語が生まれる

「洗濯物をたたむ」⇒「洗濯物畳み」
• 認知機能への働きかけ（支援）を意識していない⇒すべてが単

発でその場限りが目立つ。
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考察

• 何らかの役に立っているという、若しくは役に立ちたいという
『主体的な役割』という認識を見出すことができれば、お互い
の有する能力に応じた共同生活を営むことができる。

• 自宅で生活している方々の『役割』の在り方へ近づけてゆく支
援（生活の再編）が必要である。


